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１，授業概要
一回生配当中国語

• 週3回の授業

• 文法（日本人教員による文法の授業）

• コミュニケーション（ネイティブ教員によるコミュニケーションの授業）

• CALL（PCを使用した問題演習の授業、現在はオンラインで実施）



ハイブリッド授業実施概要

• １０月２週目～１２月１週目まで実施

• 受講者数は１クラス３０人程度

• 受講者の半分を対面、半分をZoom同時授業

• カメラ（MeetUp）とPC、スクリーンのある一般教室

• 発表者（田村）ハイブリッド授業の経験なし



対面授業（教室内） Web授業（Zoom）

MeetUp

対面授業（教室）の様子を
カメラで撮影

自宅からWeb受講する学生グループ

教室で対面受講する学生グループ

教卓システム
(スクリーン・モニター)

Big Pad / スクリーン等
Web受講グループを投影

Web受講している学生の様子を
Zoom経由でBig Padに投影

教室備付/教員PC
（Zoom）

教員は教室から授業実施

既往症や基礎疾患、同居家族の感染懸念の配慮申出により
1セメスター通して自宅からWeb受講する学生

MeetUp（教室内カメラ）で
撮影した教室映像をZoom経由で配信

対面‐Web同時授業イメージ



２，事前準備

①授業方法をmanabaに提示

②授業スケジュールと名簿の作成・manabaに提示

③対面を希望しない学生の把握（流動的）

④授業用のスライド作成

⑤manaba小テスト作成



授業スケジュール（サンプル）



対面を希望しない学生の把握

• 事前にmanabaで教員のメールアドレスを示し、連絡する形にした

→当日の急なZoom参加を許可した

→あまり厳密に管理しなかった

→対面授業の出席者は減少した（12月1週目時点で０人になったクラスも
あった）



３，当日の流れ
授業前
①教卓のPC、スクリーン、マイクなどの電源を入れる

②MeetUpのUSBケーブルをPCにさす（ささっている時もある）

③Zoomを起動する（マイクとオーディオをMeetUpに）

④授業準備

→少なくとも10分程度は必要。前の授業が終わっていないと時間が足りない



授業
• 音読 対面組のスピード、習熟度に合わせて一緒に練習。

Zoomはミュート。

• 解説 スクリーンで解説。

• 発表 対面、Zoomどちらも発言してもらう。

• 小テスト 単語のディクテーションテスト。

→全面対面授業の頃とほぼ同じ内容



解説（サンプル）

・PowerPointで作成し、PDFで使
用した

・教科書のPDF（条件付きで使用
許可を得た）と併用した

・適宜インターネットも使用



小テスト(サンプル)

・ディクテーション

・教員が読み上げる

・聞こえなかった時はリ
クエスト可

・対面組は紙に手書き

→中国語は評価が難しい



４，授業後

• 小テストの結果をmanabaに反映

• 授業内容とその日の課題をmanabaにアップ



５，ハイブリッド授業の良い点/悪い点
良い点

• 友達に会えて喜んでいる学生がいる

• 対面組の反応や習熟度が見えやすい

• 対面とオンラインと選べる



問題点

• 強制できないことが多く、対面のメリットが生かしにくい

（例：マスクを外しての発音練習はできない）

• 教員１人で２つの授業をやっている状態

• 息苦しい、のどが痛い

• 寒い



問題解決の工夫
• 教員１人で２つの授業をやっている状態（タスクが多い）

→ 教室でZoom授業を行っている形にしてタスクを減らした。

解説や問題はスクリーンに映し、黒板は使用しなかった。

結果：

対面授業のメリットを生かせなかった。

Zoomチャットの書き込み確認や、遅刻者の承認などの際にスクリーンから消
すのを忘れやすい。



６，成果
• オンラインでは不正を監視できないため、公正な評価をしづらい

参考 中国語検定過去問WEB 4級（同じ専攻のあるクラス）

2019年度 平均：４０点

2020年度 平均：７０点

• 単語やフレーズの定着に不安

• 文法の理解は例年とあまり変わらないか


